
VLP取組概要 活動・取り組み内容
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 VLP活用のねらい
➢自宅にひきこもりがちな児童・生徒が、自宅から専門的な
教育相談を受けたり、個々のペースで教科等の学習や社会
的自立に向けた取組を行うことで、リアルな人や社会とつな
がるきっかけとする。

➢オンラインでの日本語指導を充実させることにより、日本語
指導を必要とする児童・生徒が、日本語に触れて学んだり
相談できる機会を創出する。

対象生徒・児童
➢ひきこもり傾向等、学校だけで対応が困難な不登校児童・
生徒約200名からSSWが対象を抽出

➢日本語指導を必要とする児童・生徒 100名程度
運営時間
➢月〜金 8:00〜18:00 ※土日祝日はお休み
活用方法
➢ VLP上で日常会話や相談を実施
➢ 「デキタス」を活用した各教科の学習
➢ 「みんなでプログラミング」を活用したプログラミング学習
➢ 「すららにほんご」を活用した日本語学習
➢日本語で会話する場としての活用

【前期】
 不登校については、スクールソーシャルワーカーがメンターと
なり、操作方法等を含めて、丁寧な事前準備のもと、対
象生徒・児童にアカウントを配付して、利用を開始した。

 スクールソーシャルワーカーとの面談による相談・支援の他、
学習コンテンツ（デキタス）の利用を促し、学びの場とし
ての利用を促進した。

 日本語指導については、日本語学級の教員が、日本語
指導の充実としてVLPを活用できるよう、個人ではなく日
本語学級にアカウントを配付する形で運用を開始した。

【後期】
 不登校については、居場所づくりとしての機能の充実を
図るため、都の支援員と連携し、「オンライン部活動」を
開始した。

 利用者の増加に向け、校長会での説明や運用開始につ
いての通知等で、VLP活用の理解を促した。

 日本語指導については、オンラインによる日本語指導の
効果的な指導方法を検討した。

活動・取組み内容活用方針
適日
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声
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児童・
生徒

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

学習機会の確保とコミュニケーション量の増加
学習コンテンツの利用が定着し、自身のペースで定期的に学習す
る習慣が身に付いた児童もおり、保護者も安心していた。

チャットやアバターを活用することで、対面で人と話すことが苦手な
児童・生徒でもルーム内にいる他の児童・生徒と会話を楽しむこと
ができるようになった。

利用者が増加したことで、人とつながることができる機会の充実が
図られ、積極的に他者とコミュニケーションを図る場面が充実した。

通所以外に日本語を学習できる機会ができたことで、より日本語
について理解を深めることができ、「話す力」「聞く力」を伸ばすこと
ができた。

多様な支援ニーズに対応できる環境の充実
利用者の増加にともない、多様な支援ニーズに合致するコンテン
ツや相談機会等、支援メニューの充実を図る。

利用促進と現実社会へのつなぎ
学級だけでなく、適応指導教室にも通えない児童・生徒の利用
を促進する。

VLP内で得たコミュニケーションスキルや日本語の「話す力」「聞く
力」を現実社会で試すような仕組を検討し、VLPの次のステップを
充実させる。

利用者の声

• 操作に慣れて、たくさんの友だちとコミュニケーションを
取ることができた。

• アバターだと、自信をもって関わることができるので、利
用することが楽しくなった。

• 学校で友だちと話をしてみたくなった。
• 学習コンテンツだと自分のペースで学習できるので、
安心できるし、学習への苦手意識が軽減した。

・ 複数の人との会話を通じて日本語の勉強になった。
・ 普段、話をしたことがない人と話ができて楽しかった。

• VLPの空間内での交流場面が増え、家庭での会話
も自然と増えた。

• 担任がVLPを利用できることで、普段なかなか会えな
い児童と面談を行うなど、アプローチの手段が増えた。

• 利用者が増加することで、多様な利用者が混在し、
コミュニケーションが苦手な児童や利用になれていな
い児童・生徒が戸惑う場面があった。

• ゲーム感覚で日本語を教えることができた。
• VLPの空間から現実社会に出るためには、さらなる
きっかけ作りが必要だと感じた。
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発出文書や情報発信など参考となる資料がございましたらご添付ください。

資料）利用する児童・生徒に示している注意事項や入室方法（一部）


